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・従来の栽培方法では、小粒なマッシュルームが多く発生することから、大粒なマッシュルームを生産する
ためには間引きが必要です。

・牛糞堆肥を主体に、馬糞堆肥、アミノ酸、核酸を添加した培地により、大粒で嗜好性の高いマッシュ
ルームの生産が可能となります。

牛糞堆肥を利用して、大粒で嗜好性の高い
マッシュルームを安定生産する技術です。アピールポイント

発明の特長

活用に向けて

　牛糞堆肥を主体に、馬糞堆肥、ア
ミノ酸、核酸を添加した培地によ
り、収量の増加や大粒なマッシュ
ルームの発生割合が増加しました。
　また、マッシュルームのエルゴチ
オネイン（強い抗酸化作用を持つア
ミノ酸の一種）濃度を増加させるこ
とができました。

・大量に発生する牛糞堆肥を有効活用することが期待できます。
・商品価値の高い、大粒で嗜好性の高いマッシュルームの効率的生産が期待されます。
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基本情報

～大粒で高嗜好性のマッシュルームが生産可能です～
牛糞堆肥を利用したマッシュルーム栽培方法

開放特許
地方独立行政法人

北海道立総合研究機構
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C ： すべて牛糞堆肥　　C25H ： 牛糞堆肥75%、馬糞堆肥25％
C50H ： 牛糞堆肥50％、馬糞堆肥50％　　H ： すべて馬糞堆肥　　（％：w/w）

試験データの一例 （アミノ酸、核酸の添加なし）

特許培地による菌糸体培養

マッシュルーム収穫時期

子実体原基の形成

マッシュルーム発生初期
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